
市長が市民の皆さんと直接意見交換する

「元気なまちづくりじげもんトーク」。今

回のテーマは「スポーツに親しめるまち

づくり」です。スポーツに関心のある皆

さん、どうぞご応募ください!

と き 2月22日（火）12時～13時30分

と こ ろ 市役所5階・副市長応接室

対 象 市内在住者6人程度

内 容 昼食を取りながら市長と意見

交換

応募方法 応募用紙に必要事項を記入し、

①郵送 〒857-8585（住所不要）

②ファクス 25-2184

③Eメール hishok@city.sasebo.lg.jp

のいずれかで秘書課へ

※応募用紙は市ホームページからダウ

ンロードできます。郵送、ファクス

でも送付します。

締め切り 2月14日（月）必着

冗秘書課 緯24-1111

元気なまちづくり
じげもんトーク参加者募集!「坂の上の雲」の時代

明治の記憶
03特集

12月定例市議会での可決事項
小佐々地域が大型工業団地の候補地に決定!
4月から水道料金等の納付が選択制に
市県民税・国保税の申告は3月15日まで

10市政通信

相浦愛宕市、春の植木市、火の用心チャリティーバ
ザー、肥前えむかえ繭玉まつり、早春の針尾瀬戸「も
うマテない！魚貝まつり」
心の健康づくりフェスティバル、豊かなこころづく
りフォーラム、2011スピカまつり、佐世保・ハウ
ステンボス龍馬伝館、アルカスSASEBO情報

12

13

イベント

亜熱帯動植物園、少年科学館、市立図書館、
西海パールシーリゾート

14施設だより

質問「引っ越しのときのごみはどうやって出すの？」
広報クイズ プレゼント「図書カード」
広報テレビ「防災行政無線を設置します」
プレゼント「江迎地域の特産品・黒大豆」
インターネット求人情報検索サービス
シリーズ佐世保の物産⑦「江上文旦」

16市民の広場

お知らせ
募集
講習会・講演会など

18
20
21

暮らしと情報

子育て
障がい福祉、高齢者と介護、健康づくり
生活衛生、相談など
検診・検査など

22
23
24
25

健康と福祉

一人一人が輝きを
医療保険課から「特定健康診査」の話
元気な朝ごはんレシピ「ごはんdeお好み焼き」
龍の飾り瓦・白岳町

26
26
27
27

市長日記

○○の話

レシピ

歴史散歩

九十九島かき食うカキ祭り・冬の陣28裏表紙

【テレビ】土曜約5分間
NBC9時25分、NIB9時25分
KTN11時40分、NCC11時40分

【ラジオ】
NBC日曜9時25分
FM長崎 火曜9時5分
FMさせぼ
火曜10時30分・日曜9時30分

【新聞】長崎新聞毎月第2・4火曜
【ホームページ】
http://www.city.sasebo.nagasaki.jp/

人の動き
1月1日現在

Ԏ総人口 260,984人（－10人）
男性 122,308人（増減なし）
女性 138,676人（－10人）
（12月中の動き）
転入505人、転出486人
出生232人、死亡261人

Ԏ世帯数 106,360世帯（＋6世帯）

˝
携帯サイト
はこちら!

02

表紙の話
「日米親善ふれあいバスケットボール」では、バスケット
ボール女子日本リーグ機構（WJBL）に所属する5人の講師
たちによるバスケットボール教室が開催。子どもたち
はパスやドリブルなどの指導を受け、基礎から応用まで
楽しく学びました。またエキシビジョンゲームでは、基
地内の女子高校生選抜チームが講師たちと対戦。華麗
なプレーを披露する講師陣と熱戦を繰り広げました。

させぼ
市政だより

募集

広報させぼ 平成23年2月号 No.723 目次

「
食
育
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

前
回
の
じ
げ
も
ん
ト
ー
ク

小
説
家
・
司
馬
遼
太
郎
の
代
表
作
と
も
言
え
る
「
坂
の
上
の
雲
」。

江
戸
時
代
と
い
う
二
六
〇
年
以
上
続
い
た
泰
平
の
眠
り
か
ら
覚

め
、
欧
米
的
な
近
代
国
家
を
目
指
し
た
明
治
時
代
の
日
本
の
様

子
が
細
密
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

昨
年

月
に
放
送
さ
れ
た
N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
ラ
マ「
坂
の
上

12

の
雲
」（
第
2
部
）で
は
、
東
郷
平
八
郎
司
令
長
官
率
い
る
連
合
艦

隊
が
、
大
国
ロ
シ
ア
と
戦
う
べ
く
、旅
順（
現
在
の
中
国
大
連
市

り
よ
じ
ゆ
ん

の
一
部
）に
向
け
て
佐
世
保
港
を
出
港
す
る
シ
ー
ン
な
ど
、
当
時

の
佐
世
保
の
様
子
も
た
び
た
び
登
場
し
ま
し
た
。

鎮
守
府
設
置
以
降
、
急
速
に
発
展
し
、
ま
さ
し
く
激
動
の
時
を
迎

え
て
い
た
明
治
時
代
の
佐
世
保
。
今
回
の
特
集
で
は
、
村
か
ら

市
と
な
り
、
近
代
化
を
遂
げ
る
佐
世
保
の
様
子
や
、
そ
の
と
き
の

歴
史
を
今
に
伝
え
る
近
代
化
遺
産
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

特
集
「
坂
の
上
の
雲
」
の
時
代

東郷平八郎 1847-1934年
海軍大将・元帥。日露戦争では連合艦隊司令長
官に就任し、日本海海戦でバルチック艦隊を全
滅させました。明治16（1883）年8月、軍艦「第
二丁卯」の艦長として佐世保を訪れ、また32年
1月には、第7代佐世保鎮守府司令長官に就任す
るなど、佐世保と深い縁があります。写真は東
公園（東山海軍墓地）にある東郷平八郎像。

佐
世
保
の
運
命
を
変
え
た
勅
令

明
治
初
期
、
日
本
で
は
、
海
外
列
強
に
よ
る
侵
略
を
防
ぎ
、

独
立
を
保
つ
た
め
、
海
軍
力
の
整
備
充
実
が
緊
急
課
題
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
政
府
は
イ
ギ
リ
ス
な
ど
先
進
国
を
手
本

に
し
た
海
軍
づ
く
り
に
着
手
。
軍
港
と
し
て
理
想
的
な
立
地

条
件
を
備
え
た
港
湾
の
調
査
・
測
量
を
日
本
中
で
行
い
ま
し
た
。

明
治
（
1
8
8
3
）年
8
月
、
こ
の
調
査
の
た
め
東
郷
平

16

八
郎
少
佐
を
艦
長
と
す
る
軍
艦
「
第
二
丁
卯
」
が
佐
世
保
湾
に

て
い
ぼ
う

姿
を
現
し
ま
し
た
。
今
ま
で
に
見
た
こ
と
も
な
い
巨
大
な
船

体
に
村
人
た
ち
は
大
変
驚
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
以
降

約
2
年
半
を
か
け
て
、
大
村
湾（
佐
世
保
湾
）、
伊
万
里
湾
、
平

戸
の
古
江
湾
な
ど
が
綿
密
に
調
査
さ
れ
ま
し
た
。

年
5
月
、
佐
世
保
の
運
命
を
劇
的
に
変
え
る
勅
令（
天
皇

19
の
命
令
）が
出
さ
れ
、
佐
世
保
に
軍
港
と
鎮
守
府
を
設
置
す
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
天
然
の
良
港
で
あ
る
こ
と
、
九
州

西
南
方
の
海
上
を
警
備
す
る
上
で
最
適
な
位
置
に
あ
る
こ
と

な
ど
が
決
め
手
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
決
定
以
降
、
人
口
約

四
千
人
の
一
寒
村
だ
っ
た
佐
世
保
は
、
周
辺
の
村
々
を
巻
き

込
ん
で
急
激
な
変
貌
を
遂
げ
て
い
き
ま
す
。
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憶



04

金
比
良
山
の
切
り
崩
し

軍
港
設
置
の
決
定
後
、
現
在
の
海
上
自
衛
隊

佐
世
保
地
方
総
監
部
の
場
所
に
あ
っ
た
金
比
良

山
や
水
田
、
湿
地
な
ど
数
百
盾
が
、
軍
港
建
設

の
た
め
国
に
買
収
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
（
1
20

8
8
7
）年
1
月
、
本
格
的
な
工
事
が
始
ま
る

と
、
金
比
良
山
の
切
り
崩
し
や
水
田
等
を
か
さ

上
げ
す
る
工
事
が
突
貫
作
業
で
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
山
の
切
り
崩
し
に
は
火
薬
が
使
わ
れ
ま
し

た
が
、
今
の
よ
う
な
機
械
も
な
く
、
危
険
な
作

業
も
多
か
っ
た
の
で
、
死
傷
者
も
多
く
、
死
者

は

人
以
上
に
上
り
ま
し
た
。

80
市
街
地
の
建
設

軍
港
建
設
で
は
、
数
千
人
と
も
い
わ
れ
る
工

事
の
関
係
者
等
が
一
気
に
佐
世
保
に
押
し
寄
せ
、

放
っ
て
お
け
ば
、
あ
ち
こ
ち
に
勝
手
に
家
を
建

て
ら
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
海
軍
省
と
県
は
、
軍
港
設
置
内
定
の
こ
ろ
か

ら
佐
世
保
の
都
市
建
設
計
画
を
立
て
、

年
9

19

月
、「
佐
世
保
家
屋
建
築
規
則
」
を
定
め
て
無
秩

序
な
家
屋
等
の
建
築
を
厳
し
く
制
限
し
ま
し
た
。

都
市
計
画
は
、
水
田
や
湿
地
だ
っ
た
市
中
心

部
に
石
垣
を
1
～
3
俊
の
高
さ
に
築
き
、
土
砂

を
入
れ
て
道
を
造
る
こ
と
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
と
き
最
初
に
造
ら
れ
た
道
が
現
在
の

ア
ー
ケ
ー
ド
通
り（
旧
本
通
り
）で
、
そ
の
後
、

長
く
佐
世
保
の
幹
線
道
路
と
な
り
ま
し
た
。

当
時
、
松
浦
家
や
山
縣
家
の
所
有
だ
っ
た
水

田
も
埋
め
立
て
が
進
み
、
約

年
後
に
は
現
在

10

の
市
街
地
の
基
本
的
な
形
が
整
い
ま
し
た
。
松

浦
町
、
山
県
町
と
い
う
町
名
は
そ
の
と
き
の
経

緯
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
浜
田
、
湊
、

島
瀬
、
島
地
、
塩
浜
な
ど
の
地
名
か
ら
は
、

元
々
そ
の
地
域
が
海
岸
や
干
拓
地
で
あ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

鎮
守
府
開
庁

年
3
月
、
赤
松
則
良
中
将
が
初
代
佐
世
保

22
鎮
守
府
長
官
に
任
命
さ
れ
、
7
月
に
鎮
守
府
が

開
庁
。
横
須
賀
な
ど
か
ら
数
百
名
の
海
兵
団
が

送
り
込
ま
れ
、

月
に
は
鎮
守
府
庁
舎
が
完
成

12

し
ま
し
た
。

年
4
月
に
は
、
明
治
天
皇
を
迎
え
て
開
庁

23
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
盛
大
な
儀
式
に
参
列
す

る
人
に
加
え
、
長
崎
や
近
郊
か
ら
見
物
人
が
押

し
寄
せ
、
村
は
人
で
あ
ふ
れ
返
り
、
宿
も
な
く

野
宿
す
る
人
も
多
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

物
資
倉
庫
と
初
の
水
道
施
設

鎮
守
府
の
第
一
期
工
事
で
は
、
佐
世
保
を
軍

港
と
し
て
使
用
す
る
た
め
の
最
低
限
の
施
設
が

建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
特
に
重
要
だ
っ
た
施
設

が
、
軍
需
物
資
を
保
管
す
る
倉
庫
と
水
道
施
設

で
し
た
。

倉
庫
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
平
瀬
地
区
に
2

棟
、
立
神
地
区
に
4
棟
が

年

月
ま
で
に
建

21

11

設
さ
れ
ま
し
た
。
立
神
地
区
に
は
兵
器
類
を
保

管
す
る
「
武
庫
」
に
属
す
る
弾
薬
包
庫
2
棟
、

弾
庫
、
小
銃
庫
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
3
棟
が
現
存
し
て
お
り
、
弾
薬
包
庫
は
立
神

音
楽
室
と
し
て
今
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
道
施
設
に
つ
い
て
は
、
ダ
ム
な
ど
を
造
る

余
裕
が
無
か
っ
た
た
め
、
弓
張
岳
中
腹
の
郭
公
か
つ
こ
う

藪
の
炭
鉱
跡
か
ら
の
湧
水
を
水
源
と
し
、
矢
岳

や
ぶに

新
設
し
た
貯
水
施
設
へ
導
水
し
ま
し
た
。
こ

れ
が
矢
岳
貯
水
所
で
あ
り
、

年

月
に
完
成

22

12

し
ま
し
た
。
矢
岳
貯
水
所
は
、
煉
瓦
と
石
材
で

レ
ン
ガ

造
ら
れ
た
貯
水
槽
2
基
を
備
え
、
郭
公
藪
水
源

か
ら
導
水
し
た
湧
水
を
貯
水
し
、
鎮
守
府
構
内

に
給
水
し
て
い
ま
し
た
。
非
常
に
小
規
模
な
水

道
施
設
で
し
た
が
、
給
水
開
始
は

年
6
月
と

23

い
わ
れ
て
お
り
、
横
浜
市
水
道（

年
完
成
・
日

20

本
初
）、
函
館
市
水
道（

年
完
成
）に
次
ぐ
も

22

の
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
し
ま
す
。

第
一
船
渠
の
完
成

鎮
守
府
開
庁
後
も
佐
世
保
に
お
け
る
工
事
は

次
々
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
軍
艦
の
修
理
を

行
う
た
め
の
工
場
や
起
重
機（
ク
レ
ー
ン
）の
建

造
が
矢
継
ぎ
早
に
着
手
さ
れ
、

年
に
は
佐
世

26

保
で
初
め
て
の
船
渠（
ド
ッ
ク
）の
建
設
が
着
工

せ
ん
き
よ

さ
れ
ま
し
た
。
折
し
も
日
本
と
清
国（
現
在
の

中
国
）の
関
係
が
悪
化
し
て
い
た
た
め
、
工
事

旧鎮守府武庫弾薬包庫（現立神音楽室・立神町、写真右）
佐世保鎮守府第1期工事の際に建設された2棟の弾薬包庫
のうちの1棟。従来、大正年間の建築と伝えられていまし
たが、近年、防衛省防衛研究所で新たな資料が発見され、
明治21（1888）年11月の建設であったことが確認されました。
現在確認されている市内最古の煉瓦建築物です。

矢岳貯水所跡（矢岳町、写真左）
水道施設としては郭公藪水源と並んで市内最古のもの。従
来郭公藪水源の水をそのまま貯留し、未ろ過で配水してい
たといわれていましたが、昨年、防衛省防衛研究所で新た
な資料が発見され、ろ過池の存在が確認されました。

鎮
守
府
設
置
か
ら
日
清
戦
争

「
連
合
艦
隊
の
拠
点
づ
く
り
」
と
「
佐
世
保
の
ま
ち
の
萌
芽
」

は
急
を
要
し
ま
し
た
が
、
日
清
戦
争
に
は
間
に

合
わ
ず
、
戦
争
中
は
浮
き
ド
ッ
ク
を
借
用
し
て

急
場
を
し
の
ぎ
ま
し
た
。

結
局
、
日
清
戦
争
後
の

年
に
完
成
し
ま
し

28

た
が
、
使
用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
海
水
に
対

す
る
耐
性
が
無
か
っ
た
た
め
水
漏
れ
が
起
こ
り
、

そ
の
後
も
正
常
に
使
用
で
き
る
状
態
に
な
る
ま

で
数
回
の
改
修
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

日
清
戦
争

日
清
戦
争
の
直
接
の
原
因
は
、
朝
鮮
半
島
を

巡
っ
て
の
日
本
と
清
国
の
対
立
で
し
た
。
明
治

（
1
8
9
4
）8
月
1
日
、
両
国
は
宣
戦
布
告

27に
至
り
ま
し
た
が
、
佐
世
保
に
集
結
し
て
い
た

連
合
艦
隊
の
出
港
や
、
海
兵
団
の
出
陣
式
が
歓

呼
の
中
で
行
わ
れ
た
の
は
7
月
下
旬
で
、
戦
争

の
準
備
は
そ
れ
以
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

日
本
は
陸
・
海
軍
と
も
に
勝
利
し
、

年
4

28

月
に
は
日
清
講
和
条
約（
下
関
条
約
）が
結
ば
れ

ま
し
た
。
こ
の
間
、
佐
世
保
は
連
合
艦
隊
の
拠

点
と
し
て
、
弾
薬
、
石
炭
、
糧
食
な
ど
の
軍
需
物

資
を
供
給
し
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

人
々
は
勝
利
を
喜
び
、
各
村
々
で
祝
勝
会
が
行

わ
れ
、
戦
費
の
寄
付
、
慰
問
品
の
寄
贈
な
ど
が

相
次
ぎ
、
ま
ち
は
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

05

PU
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旧佐世保海軍工廠第一船渠（現佐世保重工業株式会社佐世保造船所第5ドック）
本市の水道をはじめ西日本各地で水道建設に携わり、「水道の父」と称された吉村
長策氏の遺品の中に含まれていた写真。吉村氏は佐世保鎮守府経理部建築科長とい
ちようさく

うポストに就いており、改修用の資料としてこの写真を入手したと考えられます。
写真右上には明治23年に完成した50終クレーンが、ドック後方海上には帆走練習艦
「満珠」やドイツから輸入した22号型水雷艇らしい艦影が写っています。
まんじゆ

日本海軍が「定遠」、「鎮遠」と対決した
のは27年9月17日、「黄海海戦」のときで
した。このとき日本海軍は速力に優る巡
洋艦と発射速度の速い速射砲を組み合わ
せ、沈めるのではなく、多数の命中弾を
与えることによって戦闘力を奪ってしま
うという作戦を採りました。この作戦は
見事的中し、激戦の末、清国艦隊を撃退
することに成功。しかし「定遠」、「鎮遠」
に備えられていた30.5就主砲は強力で、
海戦中に主砲弾を受けた巡洋艦「松島」
はたった1発で60人もの死傷者を出しま
した。この砲弾で瀕死の重傷を負った三

ひん

浦虎次郎三等水兵は上官に「まだ沈みま
せんか、定遠は」と尋ねた後、戦闘不能
に陥ったことを聞き、ほほ笑みながら息
絶えたといわれています。このときのエ
ピソードが国民の間で感動を呼び、軍歌
「勇敢なる水兵」が作られることになりま
した。この三浦虎次郎の墓も東公園に建
てられています。

「勇敢なる水兵」三浦虎次郎

東山町にある東山海軍墓地は、佐世保鎮
守府に所属していた軍人のための墓地と
して、明治24年に造られました（昭和34
年から東公園として市が管理）。墓地は、
甲、乙、丙、丁、戊の5区に分けられ、個

ぼ

人墓をはじめ、空母や潜水艦をかたどっ
た慰霊碑などが建立されています。この墓
地の参道から個人墓の区画への入口には、
一対の巨大な砲弾が門柱として建てられ
ています。日清戦争当時、日本海軍が最
も恐れた清国軍艦「定遠」の主砲弾です。
日清戦争当時、衰えが見えていたとはい
え、清国は日本の数倍の国力を有し、諸
外国も清国が圧倒的に有利と考えていま
した。その清国の力を象徴する軍艦だっ
たのが「定遠」と「鎮遠」の2艦で、30.5就

ていえん ちんえん

主砲4門、15就砲2門、最大厚355宗の装
甲板を備え、排水量は7355終に達すると
いう当時の日本にとって信じられないよ
うな巨大な軍艦でした。

清国巨大軍艦「定遠」「鎮遠」



三
国
干
渉
、
臥
薪
嘗
胆

明
治
（
1
8
9
5
）年
4
月
、
日
本
は
日
清

28

講
和
条
約（
下
関
条
約
）で
遼
東
半
島
を
清
国
か

り
よ
う
と
う

ら
譲
り
受
け
ま
し
た
が
、
極
東
進
出
を
も
く
ろ

む
ロ
シ
ア
は
「
日
本
の
遼
東
半
島
領
有
は
、
極

東
の
平
和
の
妨
げ
に
な
る
」
と
の
理
由
で
、
ド

イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
と
と
も
に
三
国
干
渉
を
行
い
、

遼
東
半
島
を
清
国
に
返
す
よ
う
要
求
し
ま
し
た
。

日
本
は
当
然
反
発
し
ま
し
た
が
、
三
国
に
抵
抗

す
る
だ
け
の
国
力
は
な
く
、
や
む
な
く
返
還
に

同
意
し
ま
し
た
。

そ
の
後
ロ
シ
ア
は
、
遼
東
半
島
の
返
還
を
要

求
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
遼
東
半
島
先
端
に

あ
る
大
連
、
旅
順
を
清
国
か
ら
強
引
に
借
り
受

け
、
太
平
洋
艦
隊（
旅
順
艦
隊
）の
拠
点
と
な
る

軍
港
を
建
設
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時

の
日
本
国
民
に
強
い
反
ロ
シ
ア
感
情
を
抱
か
せ
、

「
臥
薪
嘗
胆
」
を
合
言
葉
に
、
国
力
の
充
実
と
軍

が
し
ん
し
よ
う
た
ん

備
の
増
強
に
突
き
進
ま
せ
ま
し
た
。

岡
本
水
源
地
（
写
真
繋
）

佐
世
保
は
、
日
清
戦
争
の
間
、
海
軍
基
地
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
が
、
一
方

で
は
、
深
刻
な
水
不
足
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

海
軍
は
既
存
の
屋
敷
谷
、
郭
公
藪
の
湧
水
に

や
し
き
ん
た
に

加
え
、
千
綿
川
や
伊
佐
ノ
浦
川
か
ら
取
水
し
て

ち
わ
た

戦
争
を
乗
り
切
り
ま
し
た
が
、
水
源
不
足
を
痛

感
し
、
水
道
の
拡
張
工
事
を
計
画
し
ま
し
た
。

こ
の
工
事
は

年
か
ら

年
ま
で
行
わ
れ
、

31

34

「
岡
本
水
源
地（
貯
水
池
）」
と
、
本
市
初
の
緩
速

ろ
過
（
原
水
を
砂
利
層
に
緩
慢
な
速
度
で
通
過

さ
せ
る
浄
水
方
式
）
施
設
で
あ
る
「
矢
岳
浄
水

場
」
が
主
要
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

岡
本
水
源
地
は
か
ん
が
い
用
た
め
池
を
改
造

し

年
に
完
成
し
た
も
の
で
、
土
の
堤
防
に
切

33
石
を
張
っ
た
2
基
の
貯
水
池
を
主
な
設
備
と
し

ま
し
た
。

煉
瓦
倉
庫
の
拡
張

鎮
守
府
の
第
一
期
工
事
の
際
に
煉
瓦
造
倉
庫

が
建
て
ら
れ
た
平
瀬
・
立
神
地
区
に
は
、

年
代

20

後
半
か
ら

年
代
に
か
け
て
多
数
の
煉
瓦
造
倉

30

庫
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
前
畑
地
区
に

は
第
一
期
工
事
の
際
に
火
薬
庫
（
写
真
罫
）
が
置

か
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
大
規
模
な
拡
張
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
地
区
に
よ
っ
て
用
途
が
決
め
ら
れ

て
お
り
、
前
畑
地
区
に
は
火
薬
類
、
平
瀬
地
区
に

は
衣
類
や
糧
食
類
、
立
神
地
区
に
は
大
砲
な
ど

の
兵
器
類
（
写
真
茎
）
が
保
管
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
煉
瓦
倉
庫
が
建
設
さ
れ

た
の
は
、
ロ
シ
ア
と
の
戦
争
に
お
い
て
、
佐
世

保
が
最
前
線
の
基
地
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。

陸
軍
「
佐
世
保
要
塞
」

海
軍
が
佐
世
保
に
お
い
て
施
設
を
充
実
さ
せ

て
い
く
一
方
で
、
陸
軍
も
軍
事
施
設
の
増
強
を

図
り
ま
し
た
。
当
時
、
軍
港
の
防
衛
は
、
ど
こ

の
国
も
陸
軍
の
管
轄
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
佐
世
保
に
も
軍
港
を
守
る
た
め
の
「
佐

世
保
要
塞
」
が
設
置
さ
れ
、

年
か
ら

年
に

30

34

か
け
て
鎮
守
府
を
取
り
巻
く
よ
う
に
要
塞
砲
台

が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
一
部
は
着
工

せ
ず
に
終
わ
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
も
7
カ
所
の
砲
台
が
完
成
し
、
大
小
合
せ
て

門
以
上
の
大
砲
が
装
備
さ
れ
、
日
露
戦
争
に

70備
え
ら
れ
ま
し
た
（
写
真
荊
）
。

鉄
道
開
通
～
佐
世
保
線
の
誕
生
～

佐
世
保
の
軍
港
設
置
が
決
ま
る
と
、
今
度
は

佐
世
保
事
博
多
、
熊
本
の
鉄
道
が
必
要
に
な
り
、

県
は
九
州
鉄
道
会
社
に
申
し
入
れ
、
鉄
道
建
設

計
画
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

佐
賀
県
武
雄
か
ら
早
岐
ま
で
の
線
路
工
事
が

完
成
し
、
早
岐
駅
が
完
成
し
た
の
が

年
7
月
。

30

そ
の
後
す
ぐ
に
早
岐
事
佐
世
保
、
早
岐
事
大
村

間
の
工
事
が
始
ま
り
、

年
1
月
に
は
両
線
同

31

時
に
開
通
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
工
事
期
間
中
、

早
岐
に
は
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
建
設
資
材
も

大
量
に
運
び
込
ま
れ
、
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
た

年
に
は
、
佐
世
保
駅
用
地
を
造
成
す
る

30

た
め
、
海
面
埋
め
立
て
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

日
清
戦
争
終
結
か
ら
日
露
戦
争
開
戦

臥
薪
嘗
胆
、
さ
ら
な
る
施
設
の
充
実

※
臥
薪
嘗
胆=

復
讐
を
心
に
誓
っ
て
辛
苦
す
る
こ
と
。

目
的
を
遂
げ
る
た
め
苦
心
し
、
努
力
を
重
ね
る
こ
と
。

06

写真は第二貯水池。岡本水源地を設計
したのは吉村長策氏で、このときはま
だ海軍の技師でなかったため、海軍か
ら委嘱される形で設計に携わりました。

前畑火薬庫（前畑町）罫
初めて設置されたのは明治21年で、実際に建物が
完成したのはその翌年。32～35年にかけて第一
次拡張が行われ、そのとき建てられた火薬庫が写
真のものです。

建造中の岡本水源地（十文野町）繋

村
か
ら
市
へ

明
治
（
1
8
9
8
）年
、
佐
世
保
村
の
人
口

31

が
三
万
五
千
人
を
超
え
、
急
速
に
市
街
地
が
発

展
す
る
と
、
町
制
を
通
り
越
し
、
市
制
施
行
を

望
む
声
が
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
市
制
施

行
に
は
、
市
民
の
意
見
も
賛
否
両
論
あ
り
ま
し

た
が
、
検
討
の
末
、
横
尾
、
山
中
、
熊
ケ
倉
の

三
免
と
山
ノ
田
地
区
を
分
村
し
「
佐
世
村
」
と

す
る
こ
と
で
、

年
4
月
、
市
制
が
施
行
さ
れ

35

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
市
は
、
郡
役
所
の
指
導
を
受
け

る
こ
と
な
く
、
市
の
抱
え
る
問
題
を
県
と
直
接

協
議
し
、
迅
速
に
解
決
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
市
制
施
行
以
降
も
、
佐
世
保
で
は
軍
港

施
設
の
拡
充
が
相
次
ぎ
、
交
通
、
通
信
、
衛
生

な
ど
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
増
え
続
け
、
市
勢

は
拡
張
の
一
途
を
た
ど
り
ま
し
た
。

日
露
開
戦

三
国
干
渉
以
降
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
朝
鮮
半
島
、

旧
満
州（
中
国
東
北
部
）へ
の
進
出
は
一
層
露
骨

に
な
り
ま
し
た
。
特
に

年
の
義
和
団
事
件
の

33

際
に
は
、
旧
満
州
全
域
を
占
領
し
、
植
民
地
と

し
て
の
既
成
事
実
化
を
図
り
ま
し
た
。
日
本
は

こ
れ
に
抗
議
し
ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア
は
か
え
っ

て
兵
力
を
増
強
。
日
本
は
外
交
に
よ
る
解
決
を

模
索
し
ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア
は
強
大
な
軍
事
力

を
背
景
に
こ
れ
を
半
ば
黙
殺
し
、
圧
力
を
強
め

る
ば
か
り
で
し
た
。

危
機
感
を
募
ら
せ
た
の
は
日
本
だ
け
で
な
く
、

中
国
に
権
益
を
持
っ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
も
同
様

で
し
た
。

年
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
日
本
と
の
同

35

盟（
日
英
同
盟
）に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

日
本
は
、
同
盟
後
も
外
交
に
よ
る
解
決
を
図

り
ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア
は
一
向
に
応
じ
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
建

設
を
推
し
進
め
ま
し
た
。
こ
れ
が
完
成
す
る
と
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
い
る
ロ
シ
ア
軍
の
極
東
へ
の
派

遣
が
容
易
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
国
内
世
論

は
開
戦
へ
と
傾
き
ま
し
た
。

年
2
月
3
日
、
ロ
シ
ア
艦
隊
が
旅
順
を
出

37
航
し
た
と
の
情
報
が
海
軍
省
に
入
り
、
4
日
の

御
前
会
議
（
国
家
の
重
大
事
に
関
し
、
天
皇
の

出
席
の
下
に
重
臣
・
大
臣
な
ど
が
行
う
最
高
会

じ
ゆ
う
し
ん

議
）
で
開
戦
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

2
月
6
日
、
外
務
大
臣
小
村
寿
太
郎
は
ロ
シ

こ
む
ら
じ
ゆ
た
ろ
う

ア
の
ロ
ー
ゼ
ン
公
使
を
外
務
省
に
呼
び
、
国
交

断
絶
を
通
達
、

日
に
は
両
国
ほ
ぼ
同
時
に
宣

10

戦
布
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

連
合
艦
隊
の
出
航

年

月
、
海
軍
は
常
備
艦
隊
を
解
体
し
て

36

12

連
合
艦
隊
を
編
成
し
ま
し
た
。
司
令
長
官
は
東

郷
平
八
郎
中
将
、
作
戦
担
当
参
謀
は
N
H
K
ド

ラ
マ
「
坂
の
上
の
雲
」
で
主
人
公
と
な
っ
た
秋

山
真
之
が
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
連
合

さ
ね
ゆ
き

艦
隊
は
佐
世
保
に
集
結
し
、

年
1
月
に
は
臨

37

戦
体
制
に
入
り
、
石
炭
・
糧
食
な
ど
の
搭
載
作

業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

2
月
5
日
、
連
合
艦
隊
に
作
戦
開
始
が
伝
達

さ
れ
、
翌
6
日
、
連
合
艦
隊
主
力
は
、
市
民
の

万
歳
の
歓
声
と
鎮
守
府
軍
楽
隊
の
演
奏
の
中
、

佐
世
保
を
出
航
。
8
日
に
は
、
旅
順
港
に
配
備

さ
れ
て
い
た
旅
順
艦
隊
を
奇
襲
攻
撃
し
、
日
露

戦
争
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
6
日
に
は
、
陸
軍
先
遣
部
隊
第

師
団

12

木
越
旅

き
ご
し

団（
木
越
安
綱
少
将
指
揮
、写
真
蛍
）の
約

や
す
つ
な

二
千
二
百
人
を
乗
せ
た
運
送
船
三
隻
と
、
装
甲

巡
洋
艦
「
浅
間
」
を
は
じ
め
と
す
る
巡

洋
艦
5
隻
、
水
雷
艇
8
隻
か
ら
な
る

護
衛
艦
隊
が
佐
世
保
を
出
港
。
8
日

に
朝
鮮
半
島
の
仁
川
に
上
陸
し
、
翌

じ
ん
せ
ん

9
日
に
は
仁
川
に
派
遣
さ
れ
て
い
た

ロ
シ
ア
の
巡
洋
艦
「
ワ
リ
ャ
ー
グ
」
と

砲
艦
「
コ
レ
ー
ツ
」
を
撃
破
し
ま
し
た
。

（
仁
川
沖
海
戦
）
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丸出山堡塁観測所跡（俵ケ浦町）荊
丸出山堡塁は明治34年に完成し、大砲8門と観測
まる で やま ほ るい

所などを備えた主力砲台でした。

勝磯の碑（勝海町）蛍
木越旅団が早岐の勝磯から乗
船したことを記念して建立さ
れた石碑。当時のものは、太
平洋戦争の敗戦により撤去さ
れたため、戦後に再建されま
した。

旧鎮守府武庫預兵器庫（立神町）茎
現SSK佐世保造船所の倉庫。建築当時の報告書
類や図面等が数年前に発見されました。報告書の
差出人は佐世保鎮守府司令長官東郷平八郎、受取
人は海軍大臣山本権兵衛でした。

ごんべえ

酸

旅順、大連

仁川

鎮海

ウラジオストク
酸

酸

酸

酸
日本海海戦

佐世保

遼東半島

満州

ࢱ
ࢲ

バルチック艦隊



旅
順
攻
囲
戦

日
本
が
日
露
戦
争
を
有
利
に
進
め
る
に
は
、

陸
軍
部
隊
な
ど
を
大
陸
へ
船
で
輸
送
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
旅
順
港
を
基
地
と

す
る
旅
順
艦
隊
を
倒
し
、
朝
鮮
半
島
周
辺
海
域

の
制
海
権
を
得
る
こ
と
が
絶
対
条
件
で
し
た
。

一
方
、
ロ
シ
ア
海
軍
は
旅
順
艦
隊
を
温
存
し
、

本
国
か
ら
回
航
さ
れ
て
く
る
第
二
太
平
洋
艦
隊

（
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
）
を
待
っ
て
か
ら
日
本
海

軍
に
決
戦
を
挑
む
と
い
う
方
針
で
し
た
。
旅
順

艦
隊
と
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
が
合
流
し
た
場
合
、

戦
力
差
は
2
倍
以
上
に
な
り
、
勝
ち
目
が
無
く

な
る
た
め
、
日
本
海
軍
は
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
が

極
東
へ
到
着
す
る
前
に
旅
順
艦
隊
を
撃
滅
す
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

明
治
（
1
9
0
4
）年
2
月
、
開
戦
以
来
、

37

度
重
な
る
挑
発
に
も
乗
ら
ず
、
港
内
に
引
き
こ

も
っ
た
ま
ま
の
旅
順
艦
隊
に
対
し
、
日
本
海
軍

は
「
旅
順
港
閉
塞
作
戦
」
を
決
行
し
ま
し
た
。

こ
の
作
戦
は
、
港
の
幅
が
狭
い
旅
順
港
の
入

り
口
に
、
自
国
の
老
朽
船
を
運
び
、
自
沈
さ
せ

て
、
旅
順
艦
隊
を
閉
じ
込
め
て
し
ま
う
と
い
う

も
の
。
5
月
ま
で
に
3
回
実
行
し
ま
し
た
が
、

そ
の
都
度
、
旅
順
要
塞
か
ら
の
激
し
い
砲
撃
を

受
け
、
結
果
的
に
失
敗
に
終
わ
り
ま
し
た
。

8
月
、
日
本
陸
軍
は
海
軍
の
要
請
に
よ
り
、

急
き
ょ
第
三
軍（
乃
木
希
典
大
将
指
揮
）を
編
成

の

ぎ
ま
れ
す
け

し
、
陸
上
か
ら
旅
順
要
塞
の
攻
略
に
当
た
り
ま

し
た
。
要
塞
築
造
に
つ
い
て
世
界
一
の
技
術
と

経
験
を
誇
る
ロ
シ
ア
軍
に
、
陸
軍
は
か
つ
て
な

い
ほ
ど
の
苦
戦
を
強
い
ら
れ
、
戦
死
者
約
一
万

五
千
人
、
負
傷
者
約
五
万
七
千
人
と
い
う
大
き

な
犠
牲
を
払
い
ま
し
た
が
、

月
、
つ
い
に
攻

12

略
に
成
功
。
港
内
を
一
望
で
き
る
二
〇
三
高
地

に
観
測
点
を
設
け
、
山
越
し
に
港
内
に
潜
む
旅

順
艦
隊
を
砲
撃
し
、
全
滅
さ
せ
る
こ
と
に
成
功

し
ま
し
た
。

日
本
海
海
戦
「
敵
艦
隊
見
ユ
」

年

月
、
日
本
艦
隊
の
各
艦
は
、
旅
順
か

37

12

ら
順
次
佐
世
保
な
ど
に
帰
還
し
、
修
理
や
整
備

を
急
ぎ
ま
し
た
。

一
方
、
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊（
ロ
ジ
ェ
ス
ト
ウ
ェ

ン
ス
キ
ー
中
将
指
揮
）が
、バ
ル
ト
海
沿
岸
の
リ

バ
ウ
港
か
ら
旅
順
（
旅
順
陥
落
後
は
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
）
に
向
け
て
出
発
し
た
の
は
、
そ
の
2

カ
月
前
の

月
で
し
た
。

10

年
2
月
、
日
本
海
軍
は
朝
鮮
半
島
の
鎮
海
ち
ん
か
い

38
湾
に
連
合
艦
隊
を
集
結
し
、
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊

と
の
対
戦
に
備
え
、
猛
訓
練
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。

バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
た

ど
り
着
く
前
に
全
滅
さ
せ
た
い
日
本
海
軍
と
し

て
は
、
ど
こ
で
待
ち
受
け
る
か
が
大
き
な
問
題

で
し
た
。
最
短
コ
ー
ス
と
な
る
対
馬
海
峡
か
、

太
平
洋
を
経
由
し
て
の
津
軽
海
峡
か
、
悩
み
に

悩
み
ま
し
た
が
、
東
郷
平
八
郎
司
令
長
官
は
、

最
終
的
に
対
馬
海
峡
通
過
説
を
信
じ
、「
こ
こ

（
鎮
海
）で
待
と
う
」
と
い
う
決
断
を
下
し
ま
し
た
。

5
月

日
2
時

分
、
五
島
列
島
沖
を
哨
戒

し
よ
う
か
い

27

45

中
だ
っ
た
仮
装
巡
洋
艦
「
信
濃
丸
」
が
闇
の
中

し
な
の

に
浮
か
び
上
が
っ
た
灯
火
を
発
見
。
そ
れ
が
バ

ル
チ
ッ
ク
艦
隊
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
、

4
時

分
、「
敵
艦
隊
ラ
シ
キ
煤
煙
見
ユ
」、
そ

45

の
5
分
後
に
は
「
敵
、
第
二
艦
隊
見
ユ
、
地
点

二
〇
三
」
と
発
信
し
ま
し
た
。

予
想
ど
お
り
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
が
対
馬
海
峡

に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
連
合
艦
隊

は
鎮
海
湾
を
出
港
。
大
本
営
（
明
治
以
降
、
戦

だ
い
ほ
ん
え
い

時
・
事
変
の
際
に
、
天
皇
に
直
属
し
て
陸
海
軍

を
統
帥
し
た
最
高
機
関
）
あ
て
に
「
敵
艦
隊
見

と
う
す
い

ユ
ト
ノ
警
報
ニ
接
シ
連
合
艦
隊
ハ
直
ニ
出
動
之

ヲ
撃（
沈
）滅
セ
ン
ト
ス
本
日
天
気
晴
朗
ナ
レ
ド

モ
波
高
シ
」
と
打
電
し
、
運
命
の
日
本
海
海
戦

（
対
馬
海
戦
）
の
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
海
海
戦
に
お
い
て
、
東
郷
司
令
長
官
率

い
る
連
合
艦
隊
は
、
横
方
向
の
大
砲
を
効
果
的

に
使
用
す
る
た
め
、
敵
前
で
「
丁
」
の
字
を
描

く
よ
う
に
大
き
く
進
路
変
更
す
る
「
丁
字
戦
法

（
ト
ー
ゴ
ー
・
タ
ー
ン
）」
を
は
じ
め
、
各
砲
台

が
艦
橋
か
ら
の
指
示
で
一
斉
に
発
砲
す
る
「
斉
射
せ
い
し
や

戦
術
」、
爆
発
力
が
極
め
て
高
い
「
下
瀬
火
薬
」

し
も
せ

の
使
用
の
ほ
か
、
徹
底
的
に
鍛
え
上
げ
ら
れ
た

射
撃
技
術
や
艦
隊
編
成
の
巧
妙
な
運
用
な
ど
に

よ
り
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
を
圧
倒
し
ま
し
た
。
結

果
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が

で
き
た
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
の
艦
船
は
、
全

隻
38

中
わ
ず
か
3
隻
に
過
ぎ
ず
、
ま
さ
に
海
戦
史
上

に
残
る
完
全
勝
利
と
な
り
ま
し
た
。

08

「閉塞作戦」杉野孫七の墓
第2次閉塞作戦の際に閉塞船「福井丸」を指
揮した広瀬武夫少佐は、行方不明になった
部下の杉野孫七上等兵曹の名を呼びながら
三度も船内を探したが遂に見つからず、や
むなく脱出中に敵弾の直撃を受けて戦死し
てしまいました。後に広瀬は軍神として崇
められるようになり、このときの様子は文
部省唱歌にも歌われました。なお行方不明
になった杉野孫七上等兵曹はそのまま戦死
したとされ、その墓は東公園にあります。

日
露
戦
争
終
結

近
代
化
と
い
う
坂
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こ
の
勝
利
は
世
界
を
驚
愕
さ
せ
、
イ
ギ
リ
ス

き
よ
う
が
く

の
有
名
紙
「
タ
イ
ム
ズ
紙
」
が
戦
果
確
認
の
た

め
発
行
を
遅
ら
せ
る
と
い
う
事
態
も
発
生
し
ま

し
た
。
こ
の
勝
利
に
よ
り
「
ア
ド
ミ
ラ
ル
・
ト
ー

ゴ
ー（
東
郷
提
督
）」
の
名
は
世
界
中
に
轟
き
、

世
界
三
大
提
督
の
一
人
に
数
え
ら
れ
ま
し
た
。

日
露
戦
争
の
終
結

明
治
（
1
9
0
5
）年
5
月

日
午
後
2
時

38

28

過
ぎ
、
日
本
海
軍
の
駆
逐
艦
「
漣
」
と
「
陽
炎
」

さ
ざ
な
み

か
げ
ろ
う

が
、
ロ
シ
ア
の
駆
逐
艦
「
ベ
ド
ー
ウ
ィ
」
と
「
グ

ロ
ー
ズ
ヌ
イ
」
を
発
見
し
、
追
跡
を
開
始
し
ま

し
た
。
2
隻
の
ロ
シ
ア
駆
逐
艦
は
そ
れ
ぞ
れ
別

方
向
に
逃
走
を
図
っ
た
た
め
「
漣
」
が
「
ベ
ド
ー

ウ
ィ
」
を
、「
陽
炎
」
が
「
グ
ロ
ー
ズ
ヌ
イ
」
を

追
い
ま
し
た
が
、「
グ
ロ
ー
ズ
ヌ
イ
」
は
砲
撃
し

な
が
ら
逃
げ
続
け
、
何
と
か
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

に
入
港
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
、「
ベ
ド
ー
ウ
ィ
」
は
一
切
反
撃
せ
ず
、

そ
の
う
ち
自
ら
停
止
。
マ
ス
ト
に
は
テ
ー
ブ
ル

ク
ロ
ス
を
使
っ
た
白
旗
と
、
重
傷
者
が
い
る
こ

と
を
示
す
信
号
旗
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

驚
い
た
こ
と
に
、
そ
の
重
傷
者
と
は
、
バ
ル

チ
ッ
ク
艦
隊
司
令
長
官
ロ
ジ
ェ
ス
ト
ウ
ェ
ン
ス

キ
ー
中
将
の
こ
と
で
し
た
。「
漣
」
は
そ
の
ま
ま

「
ベ
ド
ー
ウ
ィ
」
を
曳
航
し
て
佐
世
保
に
入
港
し
、

え
い

ロ
ジ
ェ
ス
ト
ウ
ェ
ン
ス
キ
ー
中
将
は
、
佐
世
保

海
軍
病
院
に
入
院
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
降
伏
し
た
ネ
ボ
ガ
ト
フ
少
将
の
旗
艦

「
イ
ン
ペ
ラ
ト
ー
ル
・
ニ
コ
ラ
イ
1
世
」
以
下
3

隻
も
佐
世
保
港
に
入
港
し
、
日
露
戦
争
の
最
大

の
山
場
と
も
い
う
べ
き
日
本
海
海
戦
は
幕
を
下

ろ
し
ま
し
た
。

日
本
海
海
戦
の
結
果
、
日
本
の
制
海
権
は
確

実
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
日
本
の
勝

利
が
あ
ま
り
に
も
完
全
だ
っ
た
た
め
、
ロ
シ
ア

も
講
和
に
応
じ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
こ
の
4

カ
月
後
に
は
ア
メ
リ
カ
の
仲
介
で
ポ
ー
ツ
マ
ス

条
約
が
締
結
さ
れ
、
日
露
戦
争
は
終
結
し
ま
し
た
。

日
露
戦
争
後
の
日
本
と
佐
世
保

「
明
治
」
と
い
う
時
代
、
日
本
は
わ
き
目
も
ふ

ら
ず「
近
代
化
」と
い
う
坂
を
登
り
続
け
ま
し
た
。

そ
し
て
日
露
戦
争
に
お
い
て
ロ
シ
ア
と
い
う

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
国
を
退
け
、「
列
強
」
の
仲
間

入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
日
本
は
、
か
つ
て
の
ロ
シ
ア
の
よ

う
に
中
国
、
朝
鮮
に
対
す
る
進
出
を
進
め
、
そ

の
拠
点
と
な
っ
た
の
が
佐
世
保
で
し
た
。
そ
の

た
め
佐
世
保
は
以
降
も
、
海
軍
工
廠（
艦
船
等
を

こ
う
し
よ
う

製
造
・
修
理
す
る
工
場
）な
ど
を
中
心
に
、
よ
り

一
層
施
設
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
本
の
大
陸
進
出
は
、
盟
友
イ
ギ
リ
ス

や
、
ロ
シ
ア
と
の
講
和
を
仲
介
し
た
ア
メ
リ
カ

に
警
戒
感
を
抱
か
せ
、
や
が
て
は
対
立
す
る
よ

う
に
な
り
、
太
平
洋
戦
争
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

冗
社
会
教
育
課

緯

・
1
1
1
1

24

絵画「両提督の握手」 海上自衛隊第一術科学校教育参考館所蔵

明治38年6月4日、東郷平八郎司令長官は、日本海海戦で重傷を負って捕
虜となり、佐世保海軍病院に入院しているバルチック艦隊司令長官ロジェス
トウェンスキー中将を、秋山真之と通訳を連れて見舞いに行きました。この
とき東郷は言葉を尽くして長大な航海と奮戦を讃え、早く傷を癒して本国に
帰られるよう尽力することを約束し、ロジェストウェンスキーは涙を浮かべ
て謝意を表したといいます。この話を聞いたイギリス人新聞記者のキッチン
グライトは感激してこの様子を描き、東郷平八郎に贈りました。
当時は、戦場を自己表現の場として、武士道、騎士道の精神をもって相対
するべきと考える軍人も多く、日露戦争はそうした精神が発揮された最後の
戦争だといわれています。

「坂の上の雲」司馬遼太郎著
日露戦争を勝利に導いた秋山好古・真之兄弟。
俳句改革に命をかけた正岡子規。伊予松山出身
の三人を中心に、明治という時代の明暗と、近代
国家誕生にかけた人々の姿を描く不滅の国民文学。
文庫判全八巻 定価各670円 文藝春秋

NHKスペシャルドラマ「坂の上の雲」
第1部（平成21年11～12月放送）
第1回少年の国、第2回青雲、第3回国家鳴動、
第4回日清開戦、第5回留学生
第2部（平成22年12月放送）
第6回日英同盟、第7回子規、逝く
第8回日露開戦、第9回広瀬、死す
第3部（平成23年12月放送予定）
第10回旅順総攻撃、第11回二〇三高地、
第12回敵艦見ユ、第13回日本海海戦

海上自衛隊佐世保史料館（セイルタワー）
企画展「秋山真之の生きた時代」24年3月末まで
開館時間 9時30分～17時（最終入場16時30分）
休 館 日 毎月第3木曜と年末年始（12月28日～

1月４日）
所 在 地 上町8-1

冗海上自衛隊佐世保史料館 緯22-3040

東公園（東山海軍墓地）
所 在 地 東山町182-1

冗鋤佐世保東山海軍墓地保存会 緯88-8397

当時の佐世保の様子が分かる
書籍、テレビドラマなど

【
参
考
文
献
等
】

司
馬
遼
太
郎
「
坂
の
上
の
雲
」（
昭
和

年
・
文
藝
春
秋
）、

44

吉
村
昭
「
海
の
史
劇
」（
昭
和

年
・
新
潮
社
）、
筒
井
隆

56

義
「
新
装
版
さ
せ
ぼ
歴
史
散
歩
」（
平
成

年
・
芸
文
堂
）、

17

佐
世
保
市
教
育
委
員
会
「
ふ
る
さ
と
歴
史
め
ぐ
り
」（
平

成

年
・
佐
世
保
市
教
育
委
員
会
）、「
佐
世
保
市
史
軍
港

17
史
編
上
巻
」（
平
成

年
・
佐
世
保
市
史
編
さ
ん
委
員
会
）

14

な
ど


